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　はじめに
　ジャヤデヴァ・ウヤンゴダが述べているように，インドとは異なり，スリラ
ンカ（1972 年まではセイロン）ではカーストによる社会問題が積極的差別や
機会均等政策の問題として提起されることはなかった。逆に，問題の原因とし
てカーストをみることは否定されることが多い。スリランカは十分に平等であ
るという信念のため，多くの場合カースト問題を公的領域に提起すること自体
が非難の対象になるのである（1）。こうした社会的な圧力によってスリランカで
はカーストに関わる問題はきわめて見えにくくなっている。
　しかしスリランカにおいてもカーストは決して無視しうる問題ではない。
人々は自らのカーストを明らかに意識しており，よく知られているように，そ
れは特に結婚において重要な要因となる。さらに下層カーストに対する社会的
排除は間違いなく深刻である。たとえば最下層のカーストの一つであるキンナ
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ラ・カーストの人々は高位カーストの仏教僧から十分な宗教的サービスを受け
ることができない。また，彼らの子どもたちは学校において教師たちや高位
カーストの親たちからの差別を受けざるをえない。子どもたちは入学によって
自らが低位カーストに属していることを知るのだという（2）。シンハラ人口の 3
割もの人々がカーストに起因する差別を受けているとする調査もある（3）。
　このようにスリランカにおけるカーストは決して無視しうるものではない。
明らかに存在するし，一定の影響力をもっている。きわめて見えにくいものの，
さまざまな領域の活動に何らかの影響を与えてきたことは間違いない。カース
トと政治との関連もまた当然注目すべき問題であろう。しかし，この問題に関
してはジギンズの貴重な研究はあるのだが，今まで十分に検討されてきたとは
いえない（4）。特に，非ゴイガマ・カーストがスリランカ政治あるいはエスニッ
クな関係の展開に与えた影響という視点からはほとんど考察されてこなかっ
た。本稿はこの問題に関して，特に 1950 年代に注目して考察してようとする
ものである。この時代に注目するのは，スリランカ現代史にとってきわめて重
要な時期の一つであるからである。
　よく知られているように，1956 年の政治変革はシンハラ人とタミル人との
間の緊張関係を大幅に悪化させ，その後の内戦をもたらす重要な一因となった。
私は「スリランカにおける 1956 年の政治変革とカースト」において，この時
期の政治的動向と非ゴイガマ・カーストの間にはかなりの程度の関係があった
ことを示した。特に二人のカラーワ・エリート，つまり N. Q. ダヤスと L. H. メッ
ターナンダの活動が 1956 年の政治変革に与えた影響を考察した（5）。本稿はこ
の時期におけるカーストと政治の状況についてより詳細な考察を行おうとする
ものである。扱うテーマは大きく二つに分かれる。一つは，非ゴイガマの政治
エリートたちの活動とその政治的，社会的背景を検討することである。具体的
には，非ゴイガマの代表的政治家であったカラーワの P. de S. クララトネとサ
ラーガマの C. P. ダ・シルワの政治的活動とその特徴を明らかにする。この二
人は独立後のスリランカにおいてかなりよく知られた政治家ではあるが，今ま
でほとんど注目されてこなかった。その後，彼らの活動を制約したと思われる
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シンハラ社会におけるカースト状況について，当時の新聞，イギリス等の外交
官による報告書，学術研究等をもとに明らかにしていきたい。
　1　P. de S. クララトネと政治
　1950 年代における非ゴイガマ・カーストの政治家のなかできわめてよく知
られた者の 1 人は P. de S. クララトネ（Patrick de Silva Kularatne, 1893-1976）
であろう。彼はカラーワの代表的な教育者であり，政治家であった。アンバラ
ンゴダ，つまりカラーワなどの非ゴイガマ・カーストが集住するスリランカ南
西沿岸の町で生まれ，ゴールのリッチモンド・カレッジとコロンボのウェス
リー・カレッジで学んだ。その後，イギリスへと留学し，ロンドン大学で学
士号（B. A.），理学士号（B. Sc.），法学士号（LL. B.）を取得した。帰国後は
1918 年にコロンボにあるアーナンダ・カレッジの校長に任命された。彼はそ
の後 1943 年までのほとんどの時期においてアーナンダ・カレッジを率いた（6）。
　アーナンダ・カレッジは 19 世紀末に仏教復興運動の一つの重要な成果とし
て設立された中等教育のエリート校である。1890 年に初めてスリランカを訪
れたアメリカ人のヘンリー・スティール・オルコットは仏教徒神智協会を組織
し，それ以前から展開しつつあった仏教復興運動をさらに促進しようとしたの
であるが，彼が最も精力を注いだ活動の一つが仏教徒による学校の設立であっ
た（7）。当時の教育のほとんどはキリスト教宣教師が設立した学校において行わ
れており，仏教徒による学校設立が望まれていたのである。こうして 1886 年
には，アーナンダ・カレッジの前身である仏教徒英語学校（Buddhist English 
School）がコロンボのペッター地区に創設された。同校のウェブサイトには，
これは「仏教徒の子どもたちに自尊感情と平等な機会を与える」という目的の
ためであったとある。この学校は 1895 年に現在のコロンボ・マラダーナ地区
に移り，その後初等学校から中等学校へと格上げされた（8）。
　クララトネは校長としてこのアーナンダの発展に尽力した。彼はこの教育機
関のために資金を募り，優秀な教師を集めた。クララトネはまた，このアーナ
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ンダにおいて愛国的な教育を促し，「自らの国，言語，宗教，文化への強い愛情」
を伝えようとした。アーナンダ・カレッジを他のキリスト教ミッション系の学
校と互角に競合できる英語による中等教育機関として育てることの必要性とと
もに，シンハラ語やセイロン史，あるいは仏教に関する「健全な基礎学力」を
つけることを彼は主張したのである（9）。こうした指導の結果，アーナンダで学
ぶ生徒たちの試験成績は上がり，アーナンダは「仏教徒の誇り」となっていっ
たと言われる（10）。
　クララトネはアーナンダのみでなく，スリランカの「ほとんどあらゆる仏教
徒学校」の発展に尽力した。また彼は『仏教徒クロニクル』という定期刊行物
を発行した。これは「仏教徒たちを無気力から奮起」させ，さまざまな活動へ
と駆り立てる役割を果たした。アーナンダ・カレッジは，禁酒運動の集会や全
国的な政治討論会，仏教徒の指導者たちの会談の場ともなった。こうしてこの
学校は仏教復興運動の展開においても重要な役割を果たした。同時代のジャー
ナリストのダーナパーラによれば，「民族主義的なセイロンはそのルーツをアー
ナンダにもっており，その息子たちはナショナリズムというメッセージをこの
島中に広げた」（11）。
　クララトネの教育者としての業績は非常に華々しいものであった。しかしそ
の後の政界進出は無残なものとなった。クララトネが最初に政治家を志したの
は 1942 年のことで，彼はこの時バラピティヤ選挙区の補欠選挙に立候補し，
国家評議会議員となった。その後 1947 年の選挙においては，アンバランゴダ・
バラピティヤ選挙区として改変された 2 人区から出馬したが，3 位に終わった。
1952 年にはスリランカ自由党の指名を受け，コロンボ中央選挙区から出馬し
たが，またもや落選した。彼は，その後は全セイロン仏教徒会議の活動に専念
し，1958 年には総裁に選出された。
　しかし彼の政治家としての野心は消えず，この権威ある仏教徒組織の総裁と
しての地位を辞し，1960 年 3 月の選挙ではアンバランゴダ選挙区において統
一国民党から出馬した。このときは落選したものの，同年 7 月の総選挙では当
選を果たした（12）。しかしこうして晴れて議員となったのであるが，統一国民
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党は彼を平議員（backbencher）に留めおき，彼に要職を与えることはなかった。
当時のジャーナリストであるダーナパーラによれば，彼はこうして「完全に無
視された」のであり，「政治における失敗のちっぽけな記念碑」，「敗北の象徴」
となったのであった（13）。
　クララトネの政治家としてのこうした「失敗」にカーストの問題が関わって
いるという確かな証拠はない。彼はカラーワが多く居住する選挙区においても
落選していることから，彼自身のカーストに対してさえも十分な政治的影響力
をもっていなかったと言えるかもしれない。しかし彼ほど著名な人物が統一国
民党内で「完全に無視された」原因の一つにカーストがあった可能性を捨てる
ことはできない。後述するように，ゴイガマ議員が圧倒的多数を占めるスリラ
ンカ政治，特にゴイガマに支配されているともされた統一国民党においてカ
ラーワ出身の政治家がかなりの困難に直面したことは十分にありうることであ
る。彼が直面したであろう当時のカースト状況に関しては本稿の後半部分にお
いてより詳しく見ていきたい。
　2　C. P. ダ・シルワとサラーガマ・カースト
　1950 年代において非ゴイガマの政治家のなかでクララトネよりもはるかに
大きな政治的影響力を発揮したのは C. P. ダ・シルワ（Charles Percival de Silva, 
1912-1972）であった。彼はサラーガマ・カースト出身であったが，議院のリー
ダー，農業国土大臣の地位にまで上りつめた。彼が首相にはなれなかった理由
は必ずしも明らかではないが，後述するように彼のカーストが彼の政治的成功
に不利に働くという見方は根強くあった。
　サラーガマはハラーガマ（Halagama）とも呼ばれるが，チャリヤ（Chalia）
として言及されることもあった。彼らはカラーワやドゥラーワと同様，比較的
新しい時代に南インドから渡来し，シンハラ化した人々である（14）。その多く
がシナモン生産に従事し，多数がスリランカ南西部沿岸のバラピティヤ地域
に集住していた。そのためバラピティヤ選挙区は「ほとんどもっぱらサラーガ
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マ」であるという状況であった。もともとはかなり低いカースト的地位にあっ
たが，植民地時代における経済的重要性のためにその地位を上昇させたと考え
られている。また，彼らはカラーワと同様に自らのカースト出自を隠そうとは
しなかった。さらにカラーワたちがクシャトリヤ起源を主張したように，サ
ラーガマたちは自らをバラモン出自であるとした（15）。
　サラーガマの実業家のなかでも特に成功した人物として知られるのが，サ ・ー
シリル・ダ・ソイサ（Sir Cyril de Zoysa）という人物である。彼はバス会社（South 
Western Bus Company）を創設し，大富豪となった。またブリティッシュ・レ
イランドの代理権を獲得し，自動車バッテリー，自動車部品，ゴム製品などを
製造し，その後，アソシエイテッド・モーターウェイズという名の会社を設立
した（16）。この会社は 2008 年からはアラブ首長国連邦を本拠とするアル・フタ
イム（Al Futtaim）グループの傘下に入っているが，現在でもスリランカの自
動車関連産業において重要な役割を果たしている（17）。
　C. P. ダ・シルワもサラーガマの富裕な一族に生まれた。父親はバラピティ
ヤとゴールで民事問題を扱う事務弁護士であった。マウント・ラヴィニヤのエ
リート校セント・トマス・カレッジに通い，その後セイロン・ユニヴァーシティ・
カレッジにおいて数学の第一級優等学位（First Class Honours）を獲得した。
1935 年にはセイロン高等文官に採用された。その後の 15 年間を上級官吏とし
て働き，国土開発食糧生産長官などの要職についた（18）。
　C. P. ダ・シルワが官職を退いたのは 1950 年であった。S. W. R. D. バンダー
ラナーヤカが 1951 年にスリランカ自由党を創設すると彼はその新党に参加し，
1952 年の選挙ではポロンナルワ選挙区から選出された。このドライ・ゾーン
の選挙区は彼がかつて官吏として勤務していた地域であり，そのときの功績か
ら彼はこの地域で強く支持されていた。スリランカのドライ・ゾーンへの入植
計画は D. S. セーナーナーヤカによって本格的に始められたものであったが，
その計画を実際に実行したのは国土開発長官（Director of Land Development）
に任命されたこのダ・シルワだった。この過程で多数のサラーガマ農民がスリ
ランカ南西部からポロンナルワ付近に入植し，このカーストの有権者数は急激
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に拡大した。こうした背景もあってダ・シルワはこの地域できわめて強く支
持されていた。たとえば 1960 年 3 月の選挙では総投票数 1 万 2047 票のうち
9770 票，つまり 81 パーセントを獲得した。サラーガマのコミュニティはドラ
イ・ゾーンへの入植や大規模開発プロジェクトに関連して大きな利益を上げた
と言われる（19）。
　ポロンナルワ地域におけるダ・シルワの圧倒的な得票率は明らかに彼のスリ
ランカ自由党内での立場を有利にした。1952 年の選挙は対立する統一国民党
が地滑り的な勝利を収めた選挙であり，スリランカ自由党の候補者にはきわめ
て不利な状況であった。しかしそれでも彼は当選した。バンダーラナーヤカが
政権を取った 1956 年の選挙でももちろん彼は当選し，その後は与党議員とし
て政治的経歴を積み重ねていくことになった。バンダーラナーヤカは彼を院内
総務（Leader of the House）および国土および国土開発大臣に任命した。
　バンダーラナーヤカがダ・シルワを重用した原因の一つはスリランカ自由党
の選挙戦略にもあったと思われる。1956 年に党首バンダーラナーヤカはそれ
まで政治的に排除されてきた「普通の人」に重点的に訴えた。この姿勢は低位
カーストや社会的に抑圧されてきた人々に希望を与え，彼らは重要な支持層と
なった。自らの内閣において非ゴイガマのダ・シルワを重用したことは明らか
にその支持基盤に対して自らの政治姿勢をアピールするという意味をもってい
た（20）。
　バンダーラナーヤカ政権下でのダ・シルワの政治家としての活躍は華々し
かったので，1959 年 9 月に首相が暗殺されたとき，彼は次期首相候補の 1 人
であった。にもかかわらずこの時首相に選ばれなかったのは，暗殺の 2，3 ヶ
月前に彼は重病を患い，治療のためロンドンに運ばれ，その地で療養中であっ
たためである。彼の病気は脳卒中（stroke）であると一般にはみなされていた
ようであるが，必ずしも明らかではない。閣議の最中に不自然に出されたミル
クを飲んだためだという主張もあった（21）。
　いずれにしても，首相暗殺時においてもイギリスに滞在していたため，ダ・
シルワは首相候補から外れ，議院院内総務代理であった W. ダハナーヤカが次
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期首相となった。しかしその後，ダハナーヤカと彼のスリランカ自由党との対
立が生じ，ダハナーヤカは離党した。そのため党首となった C. P. ダ・シルワ
が 1960 年 3 月の総選挙においてスリランカ自由党を率いて戦うことになった。
もし彼の党がこの選挙に勝っていれば初めてのサラーガマの首相が誕生したは
ずであった。しかしスリランカ自由党は敗北した。逆に，この選挙において「意
外な成績を収めた」シリマウォ・バンダーラナーヤカ夫人の活躍が評価される
ことになった。
　こうしたなかで，ダ・シルワは 5 月 7 日に党総裁を辞任し，バンダーラナー
ヤカ夫人が新総裁となった。ダ・シルワの辞任の理由は公式には健康問題であ
るとされた。しかし，彼が同僚たちの信頼を十分に勝ち得ていなかったこと，
民衆の注目を集めるようなことをほとんどしなかったこと，野党のリーダーと
しての演説の力量に問題があることなどがその原因として指摘された。しかし
それに加えて，彼のカーストが党総裁としての権威を保持する際に障害になっ
たという見方もあった（22）。
　C. P. ダ・シルワがその後，シリマウォ・バンダーラナーヤカ政権においても
下院院内総務などの役職に就いたことは事実である（23）。しかし，シリマウォ・
バンダーラナーヤカ首相はダ・シルワよりも彼女の甥であったフェリックス・
ダヤス・バンダーラナーヤカを重用した。非ゴイガマ・カーストが高位の地位
に就くことをラダラという貴族的身分出身の彼女が望まなかったからだとも言
われる（24）。S. W. R. D. バンダーラナーヤカの死後，スリランカ自由党は統一国
民党と同様にカーストと同族のネットワークを作り始め，低位カーストは権力
の中枢から排除されていった（25）。こうしたなかでダ・シルワの影響力は明らか
に衰えていった。いずれにせよ，その後，政権にマルクス主義者が加わったこ
とを理由として，ダ・シルワは 1964 年にスリランカ自由党を離党し，スリラン
カ自由社会党を創設した。この政党は統一国民党に吸収され，彼は後にこの政
党の副総裁になった。しかし政治的影響力が十分に回復することはなかった（26）。
　C. P. ダ・シルワにとってサラーガマであることは不利な条件であったのだ
ろうか。確かに彼はこのカーストが多数を占める彼の選挙区においては極めて
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有利に選挙戦を戦うことができた。その点では有利であったと言えるかもしれ
ない。しかし他のシンハラ地域のほとんどの選挙区においてはゴイガマが多数
派であり，選出される議員たちも大多数がゴイガマであった。圧倒的多数がゴ
イガマである政界において非ゴイガマの政治家が十分な影響力を発揮すること
は難しかったのではないだろうか。実際，すでにみたようにダ・シルワを党首
とした 1960 年 3 月の選挙の結果は芳しいものではなかった。しかし，何より
も重要なことは，高位の役職におけるカーストの重要性は当時の社会では明ら
かに広く認識されていたということである。
　非ゴイガマであることが政治的野心に不利に働くという認識は，少なくとも
当時の外交官たちのなかでは常識のようなものであった。前述したようにイギ
リスの外交官たちの間には明らかにあった。またオーストラリアの外交官は C. 
P. ダ・シルワについて 1960 年 3 月の総選挙直後に次のように書いた。
　 スリランカ自由党の指導者（C. P. ダ・シルワ氏）はダッドリー・セーナー
ナヤカ氏と同様に諸問題をかかえている。健康問題（これにはさまざまな異
説があるのだが）を別にすれば，ダ・シルワ氏はカラーワ（漁民）カースト
よりもわずかに低いハラーガマ・カーストに属しているという点で不利であ
る。セイロン政治においては，カーストは承認された要因ではないが，一要
因であるということをこれまでの諸報告書のなかで我々は述べてきた。首相
になるという彼がもっているかもしれない意向にこれがどの程度影響するか
は興味深い推測である（27）。〈括弧内は原文のまま〉
　スリランカ政治におけるカーストの重要性については，日本人外交官もまた
本国へと伝えている。1960 年代半ばの在セイロン大使館からの報告書には，「最
高権力者たるためには矢張り高地（キャンディ王朝直系家系）のゴイガマまた
はこれに次ぐ低地のゴイガマであることが望ましいと考えられている」とあ
る〈括弧内は原文のまま〉（28）。こうした見方がスリランカ政治を間近に観察し
ていた各国の外交官たちの間で共有されていたことは間違いないように思われ
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る。そして，実際よく知られているように，独立後のスリランカの最高権力者
（1972 年までは首相，それ以後は大統領）は，今日に至るまで一人の例外を除
きすべてゴイガマである。
　3　「変遷しつつあるカースト」
　前節までにおいて，1950 年代を中心に活動した非ゴイガマ・カーストの代
表的政治家 2 人をみてきた。彼らの政治的経歴とカーストとの関係は必ずしも
明らかではないのであるが，政治におけるゴイガマの優位性という認識がかな
りの程度広がっていたことは間違いない。こうした認識は当時どの程度共有さ
れていたものなのだろうか。この点に関して，本節からは複数の文献を用いて
この時代のシンハラ社会におけるカーストの社会的，政治的影響について検討
していきたい。その第 1 として，まずスリランカの代表的英字紙である『セイ
ロン・デイリー・ニュース』に 1959 年 9 月に掲載された「変遷しつつあるカー
スト」という特集記事を取り上げたい。
　この記事の著者はディンギ・カルナティラケ（Dingi Karunatillake）という
人物である。彼は，スリランカ大学コロンボ校（現在のコロンボ大学）におい
て社会学の上級講師（senior lecturer）を務め，銀行の調査部門が出版したマ
ハウェリ川流域開発に関する報告書を執筆した人物でもあった（29）。このカル
ナティラケによる新聞記事は当時のカーストに対する認識の一端を表している
と思われるので，多少長くなるがその一部をここに訳出したい。記事には次の
ように記されている。
　 　村落レベルではカーストは急速にその地歩を失っている。今日村々では排
他的なカースト的伝統，習慣，あるいは会話は全くない。ほとんどの人々は
カーストに基づく社会的距離を主張しないし，容認しない。
　 　若い世代は誰がどのカーストに属しているのかをほとんど知らない。この
カーストの緩慢な死の例外は，「ロディヤ」コミュニティと，自らの伝統的
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技能に固執する「キンナラ」のような 2，3 のコミュニティである。
　 　貨幣経済は古い封建的秩序のみでなく，カーストに基づく古い社会的階層
をも打ち壊してきた。ほとんどすべての村でカーストの様相は根本的に変化
してきた。宗教施設に関連するものを除き，もはや所定のカーストに割り当
てられた特別な習慣，仕事，義務はない。寺院に捧げる儀礼的義務でさえ，
ますます代わりに金銭を支払って行われるようになりつつある。
　 　今日の村々にあるカースト意識は内集団的感情のみである。いかなるカー
ストも生まれつきの優劣を主張しない。
　 　…「ゴイガマ」カーストに属する村人たちはカーストに関する話をするこ
とは滅多にない。これは非常に驚くべきことだが，それはこのカーストはカー
スト・ヒエラルキーにおいて最高のものと考えられており，かつ数的にこの
国で最大のものであるからだ。
　 　他のカーストはカースト感情に関してわずかにより中立的ではない。彼ら
は結婚のみでなく，自らの経済的，社会的状況を向上させようとする試みに
おいても団結しようとする傾向にある。特に選挙時においては，彼らは「彼
らの」候補者に投票しがちである。しかし，おそらくこれらのカーストにお
ける連帯感は，優劣という想定からではなく，マイノリティ集団であるとい
う感情から生まれるものである。…
　 　カーストの痕跡は封建制度の痕跡が残る間は残るだろう。セイロンが封建
制度から経済的に完全に解放された時，カーストもまた完全に死ぬだろう（30）。
　この記事が言わんとすることは一見明快にみえるが，必ずしもそうではない
のではないだろうか。この記事がカーストの消滅に関してきわめて楽観的な態
度をとっていることは事実である。カーストの影響は急速に衰えているのであ
り，人々，特に若者やゴイガマの人々はカーストを比較的意識せず，優劣意識
が主張されることもない。なぜならば，この新聞記事によれば，カーストは封
建制度の遺物であるから，社会が経済的に「解放」されればカーストも消えて
いくからである。
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　しかしこの記事の著者であるカルナティラケは同時に，さまざまな形でカー
スト意識が残っていることをも認めている。たとえば少なくともロディヤやキ
ンナラなどのきわめて低位にあるとされる人々にとってはカーストは重要な意
味をもっている。宗教施設においてはカースト別の役割がある。また，非ゴイ
ガマ・カーストにおいてはカースト意識は強く，その連帯感は結婚や政治を含
むさまざまな活動において表れているといった状況である。特に政治との関連
について言えば，「選挙時においては，彼らは『彼らの』候補者に投票しがち
である」という記述は重要であろう。
　この新聞記事に表れた当時のカーストの現実は同時代の他の人々にもおおむ
ね共有されていたように思われる。この点に関して，まず N. E. コスターとい
うイギリス人外交官によって執筆され，イギリス本国に送られた報告書と，そ
の後，ほぼ同じ頃セイロン大学に社会学教授として赴任し，シンハラ人社会に
おけるカーストについての著書を発表したブライス・ライアンの研究とを検討
したい。
　4　1954 年のイギリスの報告書
　1950 年代スリランカにおけるカーストの重要性，あるいは持続性について
イギリスの政府文書もまたさまざまな角度から論じている。イギリス政府はス
リランカのカーストに関心を持っていたが，それは明らかに，政治的動向を分
析し，予測する上でカーストが重要な要因の一つだとみなされていたからであ
ろう。こうしたなかでイギリスの在セイロン副高等弁務官であった N. E. コス
ターは，「セイロンにおける政治の社会的背景」という報告書を本国政府に向
けて 1954 年 7 月に送っている。本節ではこの報告書を中心に当時のカースト
と政治のあり方を検討していきたい。
　この報告書によると，1954 年当時，つまりこれは統一国民党政権時代であ
るが，選挙で選ばれた 95 人の国会議員のうち，73 人がシンハラ人で，13 人
がタミル人，ムスリムが 7 人，バーガーが 1 人，ヨーロッパ人が 1 人であった 
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（このバーガーおよびヨーロッパ人と分類された議員はどちらもコミュニスト
で，ヨーロッパ人はシンハラ人コミュニストと結婚した女性であった）（31）。
　シンハラ人議員のカーストに関しては，73 人のうち 54 人がゴイガマで，17
人が非ゴイガマ，2 人がカースト不詳であるとあり，ゴイガマがシンハラ人議
員の少なくとも 72％を占めていたことになる（32）。1931 年から 1947 年までの
ドノモア憲法下における国家評議会の時代には非ゴイガマのシンハラ人議員は
非常にわずかであったことを考えれば，かなりの変化があったとも考えられ
る。しかし圧倒的多数がゴイガマの議員であることには変わりない（33）。また，
17 人の非ゴイガマの議員のうち 10 名が（カラーワ，サラーガマなどの「低位
カースト」が多く住む）沿岸地域の選挙区から選ばれていた。また，こうした
「低位カーストの地域」では，統一国民党の影響力は比較的弱かった。それは
多くの非ゴイガマの人々が，統一国民党やセイロン政府をゴイガマに支配され
たものとみなす傾向があったからであると報告書は説明している（34）。
　経済的側面においては，低位カーストとされる人々の上昇は，独立後のイギ
リスからの経済的権益移行期においてもみられた。1950 年代初め頃には「セ
イロン化政策」が「ゆっくりと，しかし確実に」進んでおり，大規模商店やイ
ギリス人が起業した会社，あるいはプランテーション経営者がセイロン人の同
業者に置き換えられるという状況が進んでいた。そしてそうした新しくセイロ
ン人に開放された事業に進出するのは，古い地主一族よりはむしろ，「より特
権をもたない一族やさらには低位カースト」であった（35）。しかしそれにもか
かわらず，政治的領域においてはゴイガマの圧倒的な優位性が続いていた。
　それでは 1950 年代の初め頃，イギリス人外交官たちはスリランカのカース
トをどのようにみていたのだろうか。コスターの報告書によれば，シンハラ人
のカーストはインドに比べればはるかに穏やかであり，外面に表れるものは非
常にわずかである。そのため，ヨーロッパ人がカーストの存在そのものを意識
しないで何ヶ月もの間生活することもあり得る。しかしそれは，コスターによ
れば，カーストは農村地域で最も強いからであり，村で生活し，人々の言葉を
話さなければわかりにくいものだからであった。
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　さらにカーストに言及することを禁じるマナーがあり，カーストを公然と語
ろうとしない雰囲気があること（コスターはそれを，生まれや育ちがきわめて
重要であってもそれに言及しないことが礼儀正しいとされたジェーン・オース
ティンの時代のようだと記している），そして多くのヨーロッパ人が接触する
セイロン人たちはカーストの影響から「最も解放された」人々であり，それゆ
えカーストの重要性を恥ずべきものとして最も認めたがらない人々であるから
であった。さらにコスターは，このようにカーストがみえにくいのは，仏教，
キリスト教，イスラーム教のいずれもが公的にはカーストを認めていないから
であり，ヒンドゥー教にもほとんどバラモンがいないためであるとも述べてい
る（ただし，仏教僧の三つの宗派がカースト区分と関連していることは記して
いる）（36）。
　このように都市部においてはカーストはみえにくいのであるが，コスターに
よれば，当時の人口の 84.5％が住んでいた農村部においてはカーストはきわ
めて明瞭であった。村のヘッドマンに関しては，低位カーストに有能な人物が
いたとしても，最高位，または多数派のカーストから選ばれる（37）。なぜなら，
政府がその他の選択をすれば，「その村への支配力を行使する政府の能力を危
うくする」からであった。さらに，西洋化された町の住人たちも，「仏教徒，
ヒンドゥー教徒，キリスト教徒，あるいはイスラーム教徒であろうと」自らの
カーストの人々と交際するし，最も重要なことは，子どもたちがカースト内で
結婚することを見届けようとする傾向があることである。セイロンでは，コス
ターによれば，異なる宗教間の結婚は，異なるカースト間の結婚ほど難色を示
されることはないが，それは宗教は変えられるが，カーストは変えられないか
らであった（38）。
　実際，政治的野心のある人々にとっては，宗教的帰属は「軽く変えられる」
ものであり，当時においてはキリスト教徒たちが祖先の宗教に戻る傾向にあっ
たとされる。しかしカーストは変えられないので，「低位カーストという汚点」
によって現在の影響力にも将来の展望にも影が差している有能な人々があっ
た。こうした「低位カースト」の人々はいかに富をもち，能力をもっていたと
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しても，「劣位の社会的地位」に置かれており，それに対して教育を受けた「低
位カースト」の人々は反発しているという状況であると報告された（39）。
　しかし，いくらカーストに関わる不満が大きかったとしても，コスターによ
れば，こうした状況を選挙を通じて変えることは難しかった。なぜならシンハ
ラ人人口の「少なくとも半数」はゴイガマであるから，選挙によって低位カー
ストがその要求を実現することは困難であったからである。沿岸地域のカラー
ワやサラーガマの集住地域では「すべての政党」においてこれらのカーストの
代表が選ばれたが，それはそもそも候補者選出の段階でこれらのカーストの者
が選ばれるからであった。しかし低地の内陸部やキャンディ地域においてはゴ
イガマが多数派であり，そうした地域が大多数であるから，沿岸地域で非ゴイ
ガマが選ばれたとしてもゴイガマの優位は変わらなかった（40）。
　5　1950 年代のカースト慣習
　コスターの上記報告書が書かれたほぼ同時期に，セイロン大学教授であった
ブライス・ライアンはシンハラ社会のカーストに関してかなり詳細な研究を発
表した。彼によれば，1950 年頃におけるシンハラ・カーストの大きな特徴の
一つは，内婚規制が非常に厳格に守られていることであった。結婚は「家族の
名誉」に関わるものであると考えられており，「都会のボヘミアンなエリート」
や「全く混乱したスラムの住民」のなかに例外があるのみである。内婚の原則
はきわめて広範に遵守されており，あらゆる形のカースト差別に反対する人々
であっても，自分の子どもは自らのカースト内で結婚させようとする。こうし
たなかで「デート」は事実上知られていないとライアンは記した（41）。
　より近年の調査によると，最近では異カースト間結婚は「珍しくない」。し
かし，見合い結婚の場合にはカーストは重要な要因になるし，恋愛結婚の場合
においても異カースト間結婚を避けるために恋愛関係を構築する段階において
カーストが重要な要因になる。2000 年から 2001 年にかけて行われた鈴木の農
村調査は，カースト区分は「生活の脈略から乖離して」おり，異カースト婚に
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対する制裁は 50 年ほど前の調査報告に比べてはるかに緩やかになっているこ
とを示しつつも，村人同士は互いのカーストを知っており，またエンドガミー
の意識は高いことをも指摘している（42）。
　結婚ほど厳格ではないが，1950 年代のシンハラ社会には食物に関する規制
もまたかなり強く残っていた。当時のスリランカにおいては一般に家庭の私的
なテーブルを囲んで異カーストが交わることはなかった。また，高位のカース
トが低位のカーストから調理されたものを受け取ることはなかった。ただ，そ
の逆は真ではなく，調理されたものの受け渡しという行為自体がカーストの上
下関係の表明の場となっていた。また，異なるカーストがともに食事をとる機
会は滅多になかったのであるが，それが行われる場合もその地位によって着座
のあり方が決められていた（43）。
　また，カースト・ヒエラルキーは厳然と存在し，低位カーストは高位カース
トに対してさまざまな形で敬意を示さなければならなかった。低地では「上位
の 3 カースト」，つまりゴイガマ，カラーワ，サラーガマ，そして地域によっ
てはドゥラーワは，より低位のカーストから敬意を受けた。カースト間には，
話し方や行動に関するカースト・エチケットがあり，通常は普通きわめて穏や
かだが広範に行き渡っていた。それはたとえば，低位カーストが高位カースト
の者に公道で出会ったときには道を譲る，肩からタオルや他の布を取る，頭の
覆いを取るというものであった。ただ接触に関する規制はなく，その点でイン
ドとは異なると考えられていた（44）。
　こうしたカーストに関する規制は次第に緩和される方向にあったが，それで
もまだ 1950 年頃には根強く存在していた。外見でカーストを見分けることは
滅多にできなくなっていた。しかし，低位カーストが腰より上に衣服を着けて
はならないという規制が完全に消えていたわけではなかった。実際，低位カー
ストが腰から上を覆うことがカースト紛争の原因になることもあった。低位
カーストの家が一般に認められた設計よりも立派になることに対してもゴイガ
マやカラーワは反発した。たとえば，ベラワー・カーストは瓦葺きの家に住む
べきではないと考えられていた。村の寺は実質的にカースト別に分かれていた
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が，たとえ低位カーストにも開かれていたとしても，きわめて低いカーストで
あるとみられていたロディヤやキンナラは他の人々がいない時間帯に寺に入っ
た（45）。
　ただ，このようなさまざまなカースト規制や差別が公然と行われることが多
くの社会領域から消えつつあったこともライアンは指摘している。たとえば政
府の病院はカーストに関係なく患者を受け入れていたし，専門職の者はあらゆ
る顧客と取引し，バザールの店はサービスと価格によって選ばれ，学校は生徒
のカーストを考慮しないことになっていた（46）。しかしながら，カースト規制
の多くが公的な場から消え去ったとしても，1950 年頃においては，インフォー
マルな形でさまざまな影響が残っていた。たとえば，村の学校はあらゆるカー
ストを受け入れることになっていたが，ベラワーへの規制はあった。教師の任
命に関しては地域のカーストを配慮することは一般的であり，高位カーストの
生徒が低位カーストの教師から教わることに対しては根強い不満があった。ま
た，ゴイガマの校長が低位カーストの教育改善を組織的に妨害することもあっ
たとライアンは記している。さらに，学校の教師は数的に優勢なカーストの者
であることが非常に一般的であった（47）。
　公職等に関してもカーストのインフォーマルな影響は強かった。まず，内陸
部のほとんどの地域では村のヘッドマンや村の委員会の構成員はゴイガマで
あった。また，さまざまな組織においては地位が高くなるほどカースト的要因
が考慮された。たとえば公務員においては低い地位においてはカーストは無関
係であったが，高位のレベルでは非ゴイガマであることが配属と昇進において
不利に働くとしばしば指摘された。多くの私企業においても地位が高くなるほ
どカーストが重要になった。さらに強力な政治的エリートとなるとカースト的
に同質となる傾向があり，特に統一国民党はゴイガマによって支配されている
と考えられていた（48）。カラーワの政治的エリートであった P. de S. クララトネ
は，前述したように，統一国民党内で「完全に無視された」のであるが，こう
した状況を考えれば彼のカーストが少なくともその一因であった可能性はかな
り大きいように思われる。
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　明らかに 1950 年頃のシンハラ社会にはカーストの社会的，政治的影響はか
なり程度残っていた。カースト規制を強制するような行為は徐々に行われな
くっていたとされるが，人々の意識においては，「地位の記憶」が強固に残り，
生活をさまざまな形で規定していた。結婚はその一つであったが，カースト意
識は経済活動や政治活動にも影響を与えていた。ライアンがまとめているよう
に，「コミュナルな分断のシステムとしてのカーストは現代的背景のなかで強
壮で頑健なものとなっており，いくつかの点で現代的状況がそれを強化してい
る」という状況であった（49）。
　カースト規制の緩和が逆にカースト間の関係を不安定にし，カースト紛争を
誘発するという結果をもたらすこともあった。1980 年頃に調査を行ったグナ
ナセーカラによれば，カースト規制の緩和は，それまでカーストの相互関係に
おいて受容され，調整された従来のパターンがなくなることを意味し，その結
果，各個人は侮辱されるというリスクを払うようになった。つまり，高位カー
ストは「低位カーストがカースト作法をばかにして従わないこと」によって侮
辱されることになり，低位カーストは「高位カーストがカースト作法を維持し
ようとすること」で侮辱されることになるというリスクである。そして，そう
したリスクを避けるためにカースト隔離が進んでいった。たとえばかつてはさ
まざまなカーストが一つの寺で礼拝を行っていた地域で，カーストごとの寺が
造られるようになった。そしてその場合，低位カーストの寺の宗派はシャム派
ではなかった（50）。
　そしてカースト規制の緩和がもたらした優劣の認識をともなうカースト意識
によるこうした「コミュナルな分断」によって，時にカースト間の暴力的対立
が引き起こされることもあった。グナナセーカラは 1980 年頃の状況として，
彼の調査地において生じる「暴力の多くはカースト紛争という形態をとる」と
報告している。これらの紛争は，特権を失いつつあるゴイガマと，逆により平
等な地位を主張する低位カーストとの間に起こったものであり，こうした紛争
はカースト間の対立を恒久化してしまうという傾向をもっていた（51）。前述し
た「変遷しつつあるカースト」という新聞記事が楽観的に主張するようにカー
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スト規制の緩和は「カーストの死」を必ずしも直線的にもたらすわけではなく，
カースト間の対立を激化させ，カースト意識を固定化させることもありうると
いうことである。そうしたことがかなりの程度起きていたことはおそらく間違
いない。
　おわりに
　本稿においてはまず，1950 年代を中心に活動した非ゴイガマ・カーストの
著名な政治家 2 人の経歴を考察した。1 人はカラーワの P. de S. クララトネで，
彼は教育者として華々しい成功を収めながら，統一国民党内では「完全に無視」
されることになった。もう一人はサラーガマの C. P. ダ・シルワである。彼は
スリランカ自由党内ではかなりの地位にまで上りつめたのだが，首相になるこ
とはできなかった。カーストが彼らの政治的活動を制約したかどうかは必ずし
も明らかではないが，ゴイガマが圧倒的多数を占める政界においては非ゴイガ
マ・カーストの政治家たちは不利であるという認識は当時の人々の間にはかな
りの程度あった。
　カーストと政治との関連については当時のいくつかの文献にも触れられてい
る。本稿においては，1950 年代のスリランカ社会におけるカーストの影響に
関する主に三つの文献を検討した。それらはニュアンスの違いはあるものの，
二つの点においておおむね共通しているように思われる。一つは，カースト意
識のあからさまな表出，あるいはカーストによる社会的規制は明らかに目につ
きにくくなっていたということである。この点について，カルナティラケの新
聞記事は「いかなるカーストも生まれつきの優劣を主張しない」と書き，イギ
リス人外交官コスターは，シンハラ社会のカーストは「インドに比べればはる
かに穏やかであり，外面に表れるものは非常にわずかである」と報告した。ま
た，学術調査を行ったライアンは大半の病院や専門職，あるいは学校において
は「カースト的伝統や結束は意味をなさない」と述べた。
　しかしそれにもかかわらず，本稿で検討した三つの文献は，カースト集団の
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分断と対立，あるいは政治的重要性はかなりの程度持続していることを示唆し
ている。これに関して，カルナティラケは非ゴイガマ・カーストの人々は，「結
婚のみでなく，自らの経済的，社会的状況を向上させようとする試みにおいて
も団結しようとする傾向にある。特に選挙時においては，彼らは『彼らの』候
補者に投票しがちである」と記した。カーストの政治的重要性に関して，コス
ターは，ほとんどの村のヘッドマンはゴイガマから選ばれ，人々は自らのカー
ストの人々と交際する傾向にあり，「低位カーストという汚点によって現在の
影響力も将来の展望にも影が差している有能な人々」があると報告した。ライ
アンもまた，普通選挙によってカーストの団結や相互の敵意が高まり，カース
ト規制が最も緩和された沿岸地域においてカースト的対立は最も先鋭になった
ことを指摘し，「コミュナルな分断のシステムとしてのカーストは現代的背景
のなかで強壮で頑健なものとなっており，いくつかの点で現代的状況がそれを
強化している」と述べた。
　このように 1950 年代のスリランカにおいては，表面的にはカーストの影響
は次第にみられなくなりつつあったが，カーストによる分断は残り，その政治
的影響力はかなり強力であったと見てよいのではないかと思われる。それゆえ
こうしたなかで非ゴイガマの政治エリートたちが政治的影響力を確保すること
は少なくともゴイガマのエリートたちに比べれば格段に難しかったのではない
だろうか。クララトネやダ・シルワが必ずしも十分に彼らが望む政治的活動が
できなかった一因にカーストの問題があったことは十分に推測可能である。少
なくとも当時のスリランカ政治の観察者たちにはそう思われていた。
　それではこうした状況のなかで政治的野心をもつ非ゴイガマのエリートたち
はどのように行動すればよいのであろうか。当時強力に台頭しつつあったシン
ハラ仏教ナショナリズムに深く関わるという戦略はその一つになりうると思わ
れる。本稿で見たように仏教復興運動に大きく貢献したアーナンダ・カレッジ
に関わった多くの人々が非ゴイガマであったことはその一つの表れであったか
もしれない。こうした点に関するより詳しい検討は今後の課題としたい。
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